
１０月６日午前７時、産山学園の気温は７℃でした。
朝夕の冷え込みが厳しくなってきました。秋の到来を感じています。始業時の前、寒さを

吹き飛ばすかのように駅伝練習に取り組む中学生の姿があります。試走を「阿蘇市農業公園
あぴか」で行いましたが、この経験が子ども達のギアを上げたようにも思えます。カセサー
トの生徒と楽しむ小学生の姿も見られます。カセサートの生徒に「Let‘s play together.」
と話しかける小学生の姿が微笑ましく思います。

産山学園だより ＮＯ ２２ 令和５年１０月６日（金）発行

うぶやまの風
〈学校教育目標〉 学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども

～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

１学期、大変お世話になりました。
１０月６日（金）３限目、阿蘇郡市科学研究物・発明工夫展で郡市特選を受賞した井駿太

君が校長先生から賞状を授与されました。また、郡市予選を優勝し、１０月１４日（土）人
吉で開催される味岡旗に参加する野球部、１１月１２日（日）の県大会に出場するバドミン
トン部の紹介がありました。続いて終業式を行いました。終業式では、各ステージ代表の児
童生徒、生徒会代表の生徒が１学期を振り返り、２学期の目標を発表しました。学校長から
は本校で取り組んでいるＳＤＧＳに関連させて、企業が行っている取組の紹介がありました。
静粛な雰囲気の中で校長先生に目を向ける子ども達の姿に成長を感じたところです。
２学期がスタートします。本校職員一同、子ども達のために精一杯取り組んで参ります。

保護者の皆様には、１学期同様２学期もあたたかいご支援とご協力をお願いします。

４年生が草原学習を実施しました。
草原学習の目的は、阿蘇で形成された草原について学ぶ

ことで阿蘇のよさを再発見し、これまで尽力されてきた方
々への感謝の気持ちや、この自然を大切にしていこうとす
る心情を育むことです。学習では、山吹水源や扇棚田を見
学しました。


